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人
物
に
しV

、

彼
の
白
卸
義
に
於
け
る
大
エ
業
の
創
御 

者
^
る「
ジ
ョ
ン
、TT

ッ
ク
7
ル
丨
；の
如
き
元
來
、

一
職 

H

に
過
ぎ
^

6
し
名
の
な
ん
i
す
、
而
し
て
也
企
業
的 

傾
向
の
極
端
に
馳
せ
し
名
の
は
、

一

方
に
は
社
會
主
義 

f

、

1
方
に
は
企
業
上
の
合
同
汉
は
聯
合
と
化
す
る 

に
至
れ
-
^
。

之
れ
を
喪
す
る
に
、
資
本
主
義
な
る
？
の
は
決
し
て 

直
線
的
の
發
達
を
な
せ
し̂

?の
に
あ
ら
梦
、
其
間
、V幾 

多
の
恐
慌
に
よ
6
て

幾

多

異

な

る

刺

激

に

よ
6
て 

切
斷
せ
ら
れ
杧
る
名
の
な6
と
す
、
卽
ち
巡
同
的
商
業 

の
自
由
な
る
發
展
は
都
市
經
濟
に
上-

O

て
其
終
ら
を
告 

ぐ
る
と
共
に
、
文
藝
復
興
期
の
個
人
的
活
動
は
一

 
'變
し 

て
重
商
主
義
の
脒
代
と
な6
、
最
後
に
自
由
主
義
の
坶 

代
を
®

せ
し
名
の
は
社
會
政
策
の
«
«
允
る
規
滕
の 

狀
態
と
な
す
。(

党)

.

ti
.

謹

.

吿

本

_
八
月
號
は
都
合
に
依
り
^
^] 

仕

候

追

而

九

月

號

は

例

月

の

通 

0
發
行
致
し
十
月
號
は
特
に
紙
数

を
增
加
致
す
豫
定
R
有
ク
t > x n r ^

候 .

J

批

評

と

織

介

‘ 

此
芬
の
社
會
政
策

’ 

‘

一

(Annie AshleyHhe social policy of Bismarck) 

^

比
公
は
世
界
史
を
飾
れ
る
人
傑
な
る
を
以
て
、
其
生
一
一 

涯
を
記
述
し
"

■

せ
る
？
の
少
於
ら
梦
、
就
中
、

r.

レ
一

y
ッ」

の
如

.き「

Y 

I
グ
ス

」

の
如
き
、最
近
に
て
は

「

ホ
一 

ブ
マ
！
ン

」

の
如
き
ぁ

6
、
.遮
莫

、
此

偉

人

の

社

會
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饿

方

面

に

關

す

浪

息

を

傳

ふ

る

名

の

に

至

つ

て

は

、
•吾 

人
の
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の

な

る

—
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ブ

ロ
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I. 

及
最
近「

シ
ユ
ナ
ィ
ダ
丫 j (

p
 Schneider, BismaMdks 

| 

Finanz u. winschaftspolitik)

以
外
、
多
く
見
る
處.| 

ぁ
ら
梦
，
今
、
本
書
を
得
杧
る
は

」

般
の
.讀
書
界
.殊
に
' 

^
4
の̂
讀
書
界
に
と
6

<
悅
ぼ
る
>
處
な
る
#
し
、
而 

し
て
本
書
の
價
値
に
铤6

‘て
は
、
其
卷
頭
を
，飾
れ
る

「

シ

ユ
乇
一
フ
ー」

の
言
に
、

「

余
が
學
友
r

r
シ
レ
！ 

I敎
«

» 

余
に
求
む
る
に
其
令
嬙
の
箸
杞
る

「

比
公
の
社
會
政
策」 

の
緖
言
を
認
む
可
き
を
以
て
せ4
、'
余
は
悅
ん
で
其
需 

に
應
十
v

<6
と
共
に
、
非
常
な
る
滿
足
を
以

y

此
書
を
讀 

了
せ
6
、
余
は
衷
心
、
英
國
の
讀
者
奴
此
著
に
ょ6
.て 

比
公
の
性
格
及
獨
逸
保
險
法
案
の
起
源
及
本
質
に
就
き 

て
明
白
な
る
理
解
を
得
る
を®

#
る
名
の
•な
6
、
知
諭
、 

鐡
血
宰
相
及
'彼
於
政
策
に
關
ず
る
批
制
と
英
、
獨
酿
國 

U

於
.け
る
保
險
法
案
の
比
，較
に
就
き
て
多
^
著
者
自
か 

ら
の
主
觀
的
色
彩
を
混̂

る
'乙

と

は

'
、

_

、

止

む

ど

得
 

次
る
處
な
る
名
、
然
か
名
余
は
是
等
の
所
論
に
就
き
七 

は
非
常
な
石
興
味
を
以
で
讀
下
せ6
、
叢
、
余
の
見
る 

處
の
全
.
V、
«
者
と
相
同
匕
か
ら
3'
'
る
.は
ヽ
爾
者
の
屁 

地
.の
相
異
な
，る
に
ょ
る
の
み

」

.

.と
、
而
し
セ
、
著
者
於' 

比
公
の
社
會
政
策
に
卞
し
忙
る
結
論
と
し
て
は
、
保
險.
 

法
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ょ
6
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、
當
.塒
獨
逸
0
人>3 u

蟠
6
し
不
滿
不 

平
の
聲
を
靜
め
ん
と
す
る
比.公
0
'希
麗
»'
充
分
辕
せ
ら
、
 

れ

し

と

*
、
然
於
？
他
の
プ
0
に
於
て
國
^
生
活
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般
に
向
上
せ
し
め
ん
と
す
る
努
力
は
眾
に
獨
逸
の 

み
な
ら
岁
、
g
傲
のs

洲
諸
國
に
於
て
？
著
し
き
效
果 

を
齋
ら
せ
し
^
P
0な
-

C\

と
な
せ
^V、

喪
す
る
に
本
書
は 

獨
逸
に
於
け
る
國
家
社
會
主
義
の
；
^

及
發
達
、
' 比
.公 

の
ft
格
及
社
會
的
見
地
、'其
他
、
獨
逸
亡
於
げ
る
勞
働 

保
險
發
達
の
歷
史
、
么
れ
炉
英
國
法
案
と
の
，比
較
等
を
' 

傲
略
に
知
ら
-ん
と
す
る
徒
に
と
6
て
好
都
合
の
參
者
書 

女
る
可
し
。(

W
部
生)

:
流
行
に
關
す
る
國
民
經
濟
的
観
察

(w. TroeitscFVoikswirtscliaftiiche 

Betrachtilngs &
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；

獨
逸
エ
業
界
最
近
の
倾
向
と
し
て
は
、
單
に
低
廉
な 

る
品
物
を
廣
く
販
寶
し
て
、.其「

數
量」

的
發
達
を
促
す 

を
以
て
足
^
V
iせ
ず
、
K
に
進
ん
で「

質J

的
發
達
を
計 

ら
ん
と
す
る
^
に
あ
6
と
信
ず
、
而
し
て
規̂

13
逸

に
' 

於
て「

流
行」

問
題
&
屢
々
國
民
經
濟
學
研
究
の
對
象^:
'

る
に
至
6
し

t

は
此
問
の
^
息
を
®
れ
る
？
の
に
あ 

ら
次
る
か
、
本
箸
は
著
者
似
千
九
莨
十
ニ
卬
十
月
十
三
‘

日「

マ
ー
ズ
少
グ」

大
學
總
畏
就
職
の
演
說
を
公
に
せ
し 

一
名
の
に
し
て
、
先
づ
社
會
的
慾M
の
產
物
杧
る「

流
行」

其
者
の
意
義
を
明
に
し
、E
IC
需
要
i
锍
行
、
小
寶
商 

i
流
行
、
生
產
上
、
勞
働
上
、
物
價
上
に
於
け
る
流
行 

の
影
響
等
を
論
ヒ
、
其&
|§
と
し
て「

锍
行」

な
る
ぢ 

の
》
規
■»
の
：消
费
、
生
產
の
諸
方
而
に
亙6
.て
、
之
れ 

j

於
最
中
心
を
な
す
名
の
に
し
て
經
濟
生
活
の
重
：敷
な
る 

一
現
象
と
し
て
、
彼

»

1
麵

のJ
a
n
u
s
k
o
p
f
な
*-CV、

若
、 

此
方
面
の
經
營
に
し
て
其{且
し
き
を
得
ば
、
需
戥
»
大

. 

| 

勞
働
者
は
從
つ
て
其
業
務
を
求
む
る
を
得
べ 

|
し
と
、
要
す
る
に
本
書
»
僅
か
に
六
十
六
頁
の
小
册
子 

に
過
ぎ
ず
i
雛
、
尙

ほ「

ノ
ィ
ブ
ル
ガ
ーj

の
著(
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と
共
に
此
方
面
の
研
统
者
に
と
ろ
て
好
材
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.
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可
し
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本
書
の
著
客
バ
丨
パ
!
氏
は
印
度
の
®
幣
制
度
に
精
一 

通
せ
る
貨
幣
論
の
大
家
な6
。
氏
は
爨
にT

h
e

 Stan
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Value (
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を
箸
は
し
貨
幣
數
量
說
を
論
據

； 

と
し
<
货
幣
雕
質
力
高
下
のa
を
說
述
し
て
印
度
幣
制 

に
論
及
せ
し
於
、
本#
に
於
て
は
貨
幣
數
量
說
其
物
の. 

說
明
に
重
き
を
置
き
印
度
幣
制
と
談
說
と
の
關
係
に
諭

！ 

及

ず

，
る

を

避

け

祀

6
.。
槪
し
て
之
を
論
す
れ
ば' 
本
'* 
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h
e
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d
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明
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に

し
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<
、
■記
述
名
亦
简
明
な
6
と
爾
.ふ
を
得
る
於
如
し
。

| 

本
書
論
旨
の
，中
心
點
は
籙
し
左
の
一
節
に
*
ぅ
と
謂 

ふ
を
®
べ
し
。(

四
七
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貨
幣
數
量
說
は
左の
如
く
言
表
は
す
を
得
。

他
の
條
件
1C
しy

變
動
せ
§'
'
る
限
6
は
、
物
價
.，
 

平
準
は
貨
幣
の
數
量
に
比«
す
。

.
輓
近
此
學
誰
を
非
難
す
る
者
を
生
匕
杧
れ
ど
、
予 

は
未
だ1

顧
を
値
ひ
す
る
民
對
論
を
見
杧
る
こ
と 

な
し
。
此
學
說
に
關
す
る
論
爭
は
打
切
と
す
る
を 

可
i
す
。』

■

.

此
貨
幣
數
量
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に
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す
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ー
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ご
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説
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る
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理
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解
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用
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と
の
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係
の
說
明
に
於
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パ
1
パ
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氏
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プ
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ン
ヤ
ー
氏
i
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異
れ
る
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を
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れ-
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、
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